
令和８年度　尾張旭市市民活動促進助成事業候補選定会議 

公開プレゼンテーション会議録 

1　開催日時 

　　令和８年５月１６日（土） 

　　開会　午前１０時 

　　閉会　午前１１時２０分 

 

２　開催場所 

　　尾張旭市渋川福祉センター　研修室 

 

３　出席者 

【候補選定会議候補選定員（以下「選定員」という。）】 

　　　金城学院大学国際情報学部　教授　齊藤　由香 

　　　特定非営利活動法人日本ファンドレイジング協会　認定ファンドレイザー　西村　健 

　　　市民生活部長　岡田　和也 

　　　市民生活部暮らし政策課長　加茂　恵司郎 

　【参加団体】 

① 尾張旭子どもミライ應援団 

② ＥＶＥＲＹＤＡＹ　ＷＥＥＫＥＮＤ 

③ 循環型生活研究会（ラブリ） 

④ 地域環境活性化協議会 

⑤ ＮＰＯ法人　ルカ子ども発達支援ルーム 

⑥ ＫＡＺＯＣＬＡ－ＡＳＡＨＩ 

　【事務局】 

　　　市民活動課コミュニティ係　杉浦　竜平　 

　　　市民活動支援センター所長　西川　敏也 

　　　市民活動支援センター　　　松原　めぐみ 

　　　市民活動支援センター　　　丸山　英子 

 

４　会議概要 

　　選定員の紹介 

　　申請事業プレゼンテーション・質疑応答 

　　選定員講評・会長総評 

　　閉会あいさつ 

５　会議の要旨 
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 事務局 定刻になりましたので、ただいまから「令和８年度市民活動促進助

成事業候補選定公開プレゼンテーション」を開催します。 

本日の助成事業候補選定員４名の方々をご紹介いたします。 

《選定員紹介》 

《進め方を説明》

 ＜事業説明＞

 ①尾張旭子どもミライ應援団

 ＜質疑応答＞

 齊藤選定員 プレゼンテーションありがとうございました。 

今回、はじめの一歩に申請ということで、非常に主旨に合った内容

での申請かと思いまして、非常に興味深く聞かせていただきました。 

二つお聞きしたいことがあります。一つは今回講演会ということで

講師のかたは前に立ってお話をされて、フロアのほうは聞いていると

いう感じになりますよね。 

なるべく双方向型のコミュニケーションをしたいということを申請

書に書かれていて、その際どのような工夫を考えておられるのかと思

いまして。「質問ありますか？」と言ってもなかなか質問が出てこなか

ったりするので、そこを上手くファシリテートする何か工夫とか考え

ておられるのかというのが一点目です。 

二点目は、今回はじめの一歩ということで最初のチャレンジとして

は、すごくいい位置づけというかイベントでいいと思うんですけど、

今後の展開として講演会以外に何かやりたいと思っていることがあれ

ば、教えていただけますとありがたいです。

 尾張旭子ども 

ミライ應援団

まず講演会の形の工夫としましては、今おっしゃったように前でし

ゃべっているとなかなか質疑応答ができないと思いますので、自分は

ちょっと前に行ってもらって中に入っていただいてなるべく距離を近

めていただこうかなと思っております。当日、ここの後名古屋でも講

演をしていただこうかと思っており、名古屋ではスイミングスクール

にてオリンピアンの泳ぎも見てもらいながら講演していただこうかと

思っております。 

今後については私が少林寺拳法をやっており、ただ単に武道として

だけでなく、コミュニケーションをやるという活動を少林寺拳法でや

ってます。介護を武道的にとらえるですとかそれを通して親子で一緒

に参加できる、子どもと手をとって、子どもと手をとるということが

だんだん年齢とともに減ってきますので、そういった活動も今後やっ

ていきたいと考えております。
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 ＜事業説明＞

 ②ＥＶＥＲＹＤＡＹ　ＷＥＥＫＥＮＤ

 ＜質疑応答＞

 西村選定員 プレゼンテーションありがとうございました。非常に分かりやすい

プレゼンテーションで、他の団体さんも参考にしやすいプレゼンテー

ションだったと思います。参加者の生の声というのは大変分かりやす

く、すでに成果が出始めていると感じられました。 

計画書の中で特定の団体に所属せずに麻雀が出来るというメリット

の面と一方でシニアクラブへの加入を動機付けるという既存団体との

関係性というところも書かれておりますけれども、すでに既存のシニ

アクラブとも協力関係があるのか、これから協力関係をもたれるのか、

若しくは実際に加入されるかたがこれまでも実績としてあったのかを

教えてください。

 ＥＶＥＲＹＤＡＹ

ＷＥＥＫＥＮＤ

はい、実は昨年「尾張旭シン麻雀大会」を多世代交流館いきいきに

て７卓で開催しました。全シニアクラブに声かけをし、全部で１６団

体のうち８団体にお越し頂き、にぎにぎしく大会を開催しました。つ

いこないだも「今年もやってもらえないか」とお話しをいただいてお

ります。いろいろな団体がばらばらになっているので年に１回で良い

のでまとめてやることによって、紅茶・いちじく・麻雀の尾張旭と言

われるようにもっていきたいと思っております。

 西村選定員 ありがとうございます。既存団体さんの側にもできない理由がある

かと思いますのでそういったところをつなげていただくことはまさに

後藤さんができる力かもしれませんので、まずは今年２か所で卓を増

やされて継続的に参加者を増やしてというところで次の発展につなげ

るという部分で今年１年間頑張っていただけるといいと感じます。 

　もう一点、広報に小学生について書かれていますが、何か小学生向

けの麻雀大会というかとこちらの高齢者向けの企画との融合とか考え

ておられますか。

 ＥＶＥＲＹＤＡＹ

ＷＥＥＫＥＮＤ

小学生のほうもこれで１年半くらいやっておりましていつも４卓で

１６人来ています。そこへはじめての麻雀教室というのを１卓つくり、

そこに４人の高齢者に来ていただいて小学生に交じってやってもらっ

ています。だんだん慣れてきたら、小学生と一緒に卓を囲んでおじい

ちゃんと孫の世代で話し合いながら今やってますので参加者に非常に

喜んでいただいていますし、子どもたちもおじいちゃんたちに教えた

りと大変微笑ましい状況が日曜日に今起きております。
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 ＜事業説明＞

 ③循環型生活研究会協議会（ラブリ）

 齋藤選定員 　プレゼンテーションありがとうございました。ラブリさん今年で３

年目ということでしたので、今日はどんなプレゼンテーションをして

いただけるのかなと楽しみにしていたところです。 

　毎年の課題を踏まえながら次の年へと着実に展開されている様子が

分かって、すごく分かりやすかったですし、だんだん団体のプロジェ

クトとして定着しているというのがよく分かりました。 

　一つ質問なんですけども、予算書のほうを拝見していますと今回バ

ケツとコンポスターを新たに購入されるということで申請をしていた

だいているんですけども、これは純粋に増やすということなのか、買

い替えるということなのか教えてください。

 循環型生活研究

会協議会（ラブ

リ）

　買い替えもありますが、事業の拡大といいますか今後もやっていた

だける家庭が増えるだろうと思いますし、今日参加していただいてい

る農家さんもこれから拡大していくだろうと考えております。

 齋藤選定員 　ちなみにコンポスターはどれくらいもつものですか。

 （ラブリ） 　今現在使っている一番最初のものが２０年近くになります。

 齋藤選定員 　結構もつもんですね。

 （ラブリ） 　今、替えようと思っているのが一つ二つあります。

 齋藤選定員 　今回、団体さんが参加し参加者が増えたようなので、コンポスター

はこれで足りるのかなと思いました。

 （ラブリ） 　これから増えるにしたがってこういった事業が３年に限らず続くよ

うにしたいと思います。

 齋藤選定員 　ぜひ、活用して続けていってください。

 

 ＜事業説明＞

 ④地域環境活性化協議会

 ＜質疑応答＞

 加茂選定員 発表ありがとうございました。髙橋さんの長年にわたる熱い活動の

熱意が伝わってきたプレゼンテーションでした。 

はじめのスライドのスティッキーもかわいいなと思いました。 

事業についてお伺いします。保育園でのけん玉活動や花育は子ども

たちにとても思い出に残る事業だと思います。 

子どもたちの感想や変化はどうだったでしょうか。
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 地域環境活性化

協議会

明後日、月曜日から今回の事業がはじまります。保育園に行った際

に子どもたちがすぐ集まってきて「いつくるの」って聞いてくれて、

とてもワクワクしている様子が見られます。 

卒園するときには全て上手くなります。

 加茂選定員 出していただいた書類についてお伺いします。矢田川一斉クリーン

大作戦のポスターで２００部の印刷ということで、１日のイベントと

してはだいぶ枚数が多いなという印象を受けました。　ポスターの掲

示箇所はどのような場所を想定されてますでしょうか。

 地域環境活性化

協議会

保育園、児童クラブ、大学、県などです。 

 加茂選定員 市内のいろいろな企業とかにも出ているのでしょうか。

 地域環境活性化

協議会

はい、一部置いております。矢田川の主力な部分が企業ですので、

そこにも置いております。

 加茂選定員 　僭越ながら一点アドバイスをさせてください。 

　すばらしいことをやる中で一点気になったのが提出いただいた資料

の中でポスターの印刷費が内容で見ると少し高額なイメージを受けま

した。今、印刷技術の向上や競争によって価格がだいぶ抑えられる状

態となっておりますので御検討されますと、とても幅広く活動されて

いる団体ですので、ポスターの印刷費を縮減することで団体の負担も

減りますし、余ったお金で別の事業に活用することが出来ればより活

動の幅が広がり充実すると思いました。活動の参考になればと思いお

伝えしました。

 

 ＜事業説明＞

 ⑤NPO 法人　ルカ子ども発達支援ルーム

 ＜質疑応答＞

 岡田選定員 発表お疲れさまでした。 

今回の事業内容は子どもをめぐるゲーム・スマホの世界ということ

で、昨年１０月くらいに豊明市のほうでもスマホの使用時間制限とか

で話題にもなりましたが、スマホの使用を取り巻くルールとマナーは

社会問題かなと思っております。今回の事業で大変期待するところな

んですが、事業計画の中で期待される効果、先ほど画面でも説明ござ

いましたけれども、子どもの視点からという言葉ですとか子どもの気

持ちを尊重しながらというところを使っておられると思うんですが、
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 子どもからスマホがどう映っているのか、スマホを使う大人がどう映

っているかとか、大変気になるところですが、今回事業を展開してい

かれるにあたって、皆さんどのようにしたらいいかわからないという

ところで集まって来られると思うんですけども、こういう方向性を見

い出せればとか大きな想いなどをお持ちであれば、お聞かせください。

 NPO 法人 

ルカ子ども発達

支援ルーム

私たちが日々接しているお子さんや親御さんたちもやっぱりスマホ

とかゲームの使い方とかルールについてすごく悩んでらっしゃるかた

が多くて、やっぱり親が一方的にルールを決めてもどうも上手くいか

ないことがすごく多いという声を聞いて、今回テーマを取り上げたい

なと思った時に関先生の著書とかを読ませていただいて、子どもから

見てスマホとかＳＮＳがどういう世界なのかというのが書いてあっ

て、すごくお話を聞きたいと思ったのがきっかけです。 

それを知ることから親としてどういう風に対応していくかというの

が始まるんだよというお話をいただいて、ぜひ聞いてみたいなとか、

一緒に考えるということに取組んでいきたいなと思いました。

 岡田選定員 あと一点確認ですが、予算の中でチラシの郵送料というのをとって

みえますが、これはチラシをどこかへ郵送されるということですか。

 NPO 法人 

ルカ子ども発達

支援ルーム

そうです。市内の小学校とか保育園にはデータで送らせていただい

たんですが、私立の幼稚園とか近隣の瀬戸市とか長久手市の支援セン

ターとか幼稚園にも送らせていただいて、なるべくたくさんのかたに

来ていただきたいと思っています。

 岡田選定員 今回の事業のＰＲに今テーマになっているデジタルディバイス、メ

ールとかＬＩＮＥとかＳＮＳそういったものでのＰＲもされていかれ

ますか。

 NPO 法人 

ルカ子ども発達

支援ルーム

　インスタグラムと TikTok をやっているので、そこでも宣伝をしてい

ます。

 岡田選定員 　デジタルディバイスは必要不可欠なものであると皆さん承知だと思

うんですけども、その使い方とかルールというのが大きな課題になっ

ておりまして、その取組というのが今後どんどん必要となっていくと

思いますので、ぜひ頑張っていただきたいと思います。よろしくお願

いします。
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 ＜事業説明＞

 ⑥ＫＡＺＯＣＬＡ－ＡＳＡＨＩ

 ＜質疑応答＞

 西村選定員 今年もプレゼンテーションありがとうございました。 

すごく素人質な質問かもしれなくて恐縮なんですけども、今回もう

来月に控えておりますので、もうすでに参加者募集・応募もあるかと

思うんですけども、夜に公演されるのは何かたぶん会場の関係もある

と思うんですけど、何か理由があるのでしょうか。

 ＫＡＺＯＣＬＡ

－ＡＳＡＨＩ

はい、おっしゃる通りでございます。６月１５日に日本に来日しま

して、どうして尾張旭に来ていただけるかというと、私のこの想いに

賛同してくれているマネージメント、彼の音楽事務所のかたが尾張旭

の地域でこういった所でもっともっと聴いていただける、身近に聴い

ていただけるということで、こういったＢig なかたを呼んでくださる

んですけども、もちろん私たちだけでそれが出来るわけでなくてセン

トラル愛知交響楽団というプロのオーケストラの公演がその週末にあ

るんです。それと抱き合わせて来ていただけるので残念ながら日程が

アーティストのこととあと会場の関係でどうしてもこの夜というなか

なか一般的には難しい時間帯にはなっております。申し訳ありません。

 西村選定員 いえ、そこらへんがどうしても、もちろん世界レベルのかたをお呼

びするってところと子どもたちにも聴かせたいというところが難し

い。

 ＫＡＺＯＣＬＡ

－ＡＳＡＨＩ

そうです。夜なので子どもたちがなかなか参加できないというのが

現状です。

 西村選定員 あともう一つ、今回の申請の内容と若干ずれる部分があるんですが、

組織運営が難しいというところも少しありましたけれども、例えば昨

年度からの反省で今年度組織運営のあたり、ここら辺を具体的に改善

していこうという計画がありましたら教えてください。

 ＫＡＺＯＣＬＡ

－ＡＳＡＨＩ

ありがとうございます。この２０２６年、今までの過去の私の活動

を見ていて、けっこうプロと言いますか事務的なことであったりとか

あと広報を担当してもいいよとボランティアで声をかけて今支えてく

ださっているかたがいるので、その方々と一緒にもう一度一から作り

なおしていくためにも過去私が実績あるんですけども、取っ散らかっ

ちゃてるんです。財務の部分も持ち出し持ち出しでやっているから。

市民活動というところに甘んじてしまっていて、やっぱりそういった
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 ことをきちんと一からプロのかたにお願いをしておりまして、ボラン

ティアでそのかたやってくださるので、私では苦手な部分を担当して

もらうようにボランティアスタッフというところが集まってきており

ます。

 西村選定員 わかりました。逆に岡さんだからこそ出来る部分、岡さんしか出来

ない部分があると思いますので、そういった新しいスタッフのかたが

増えてくることは心強い部分ですよね

 ＫＡＺＯＣＬＡ

－ＡＳＡＨＩ

本当に心強くありがたく思っております。

  

 ＜選定員講評＞

 西村選定員 まずは皆さん、プレゼンテーションありがとうございました。 

今説明のあった評価項目に沿って少しお話をさせていただこうと思

います。 

６項目あるんですけども３つピックアップして発展性と自立性と連

携性というところに少し絡めてお話をさせていただきます。 

今日は全部で６団体さんのプレゼンテーション、お互いたぶん見て

いただいて共通する部分違う部分っていうところも少し見ていただけ

たかと思います。まず発展性というところで言いますと、今回今年度

の活動ですのでこれからもう既に動き始めている団体さんもいらっし

ゃいますが、今年度若しくは今月、来月の事業に向けてフォーカスを

しがちかと思いますが、ぜひ来年度どうするというところを今から考

えて動いていってほしいなってところが発展性というところですね。

どうしても助成金を使って大きなイベントとか控えていると、そのイ

ベントで終わりになっちゃうんですけどもやっぱりそうではなくてそ

れをいかに来年度以降につなげるかというところに助成金を出す側も

期待しているところでありますのでそういった視点で考えていただき

たいというのが一点目の発展性というところです。二つ目の自立性と

いうところで言いますと、一番最後のＫＡＺＯＣＬＡ－ＡＳＡＨＩさ

んの話にあったところですがプロのボランティア、一般にはプロボノ

というと言うんですが、具体的には例えば行政書士のかたがＮＰＯ法

人の設立とかの書類をやったりするんですが、一般的にはだいたい１

０万円とか取られるんですけども、それをボランティアでやったりと

か会計士さんとかそういう専門のかたがボランティアに関わるという

のは分かりやすいところですけどもそれ以外にも企業で働いているか
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 たがボランティアをするという関りもあると思います。ＳＮＳの発信

とかも最近のところですよね。そういったプロまでいかないにしても

例えば学生さんも最近ＳＮＳに関しては詳しい子たちいますので、そ

ういったボランティアといかに関わるか協力してもらえるかという点

も団体としての自立性につながっていくかと思いますのでそういった

ところも参考にしていただけたらというところです。 

最後に連携性というところですよね、今の発展性自立性とも若干つ

ながるところはあるんですけどもラブリさんの昨年の事業の中でラポ

ール旭さんが大口メンバーとして参加していただけたというのは非常

に良い連携の事例だと思います。まずは市民祭で参加者を募って上手

くいかなくてそこがもしかしたらラポール旭さんと上手くつながった

いいきっかけだったのかなと思うんですけども、そういった形で何か

のつながりで例えば大きなイベントであってもそのイベントに参加し

てくださったかたがメンバーにステップアップするとかですね。そう

いった形で連携、他団体・個人のかたとも連携の度合を深めていくと

いうところは他の団体さんでも何か挑戦出来ることかと思いますので

そういったところ私たち選定員側は見てはいますが、皆さん活動の面

でそういった他団体と連携できないかといったところはぜひ活動の中

でも一度考えていただけたらいいかなと思います。

 岡田選定員 皆さん、発表お疲れ様でございました。 

今、西村選定員から具体的な話をしていただきましたので、わたく

しは全体の印象だけお話しをさせていただきます。 

色々な分野のいろんな取組の発表を今聞かせていただきました。 

どの内容も色々考えられて斬新なアイディアなども取り入れられた

すばらしい事業であったなと思っております。 

いつの時代も様々な課題が山積しておりますし、実際だんだんその

内容も複雑になってきているというように思っております。 

そういういろんな課題に行政だけで取り組むというのは正直限界と

いうものがございます。その中で皆さんが考えられるだけでなく実際

に行動していただけることによって今後皆さんと一緒に良い方向に変

えていけるのではないかと、そんなふうな気持ちにさせていただくこ

とができました。 

本日は様々な分野で活動されている皆さんが参加されておりますの

でこの機会に情報交換なども行っていただいて皆さんの今後の活動に

役立てていただければ幸いかなと思っております。 

今後の皆さんのますますの御活躍を期待しております。本日はどう

もありがとうございました。
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 加茂選定員 皆さん、長時間にわたり大変お疲れ様でございました。 

わたくし初めてこのプレゼンテーションに参加させていただきまし

た。 

始め自分も緊張してたんですけども、皆さんとても楽しそうにお話

しされておられましたので自分も楽しく聞かせていただきました。 

スライドもとても工夫があって、見ていてとても楽しかったです。

それぞれの団体が取組んでみえる内容お話を聞いていて本当に多様 

な視点とか熱意とかをとても感じました。これからのさらなる展開が

楽しみです。 

このような市民活動が増えれば、地域が活性化されて尾張旭市の笑 

顔も増えるな、これからの尾張旭市の未来が明るいなと思って聞いて

おりました。今日は本当にお疲れ様でございました。ありがとうご

ざいました。

 ＜会長総評＞

 齊藤選定員 改めまして皆さん今日は非常に貴重なプレゼンテーションをお聞か

せいただきまして、ありがとうございました。 

何度もこの委員として参加させていただいているんですけども、本

当に市民活動ってある意味ボランタリーな活動でありながら本当に子

育てとか高齢化の問題とか地域の問題を自分事として地域でみんなで

支えていこう取組んでいこうという姿勢がすごく伝わってきまして、

例えばさきほどのＥＶＥＲＹＤＡＹ　ＷＥＥＫＥＮＤの参加者の感想

ということで動画を見せてくれたんですけども、こんなに人々を笑顔

にできる活動を市民活動でやっておられるというのは本当にすばらし

いことだなと思って、他の団体さんも同じだと思うんですけども、す

ごく感銘を受けました。 

プレゼンテーションについてなんですけども、さきほど他の選定員

の方々もおっしゃっていたように、本当に毎年レベルが上がって、す

ごく分かりやすいプレゼンテーションだったなと思うんですけども、

特に今回良かったなと思ったのが、なぜこのテーマを選んだのかとか

何のためにこの活動に自分たちが取り組んでいるのかという思いです

とか熱意ですとか問題意識そういったものをどの団体さんも最初にお

話してくださって、それがすごく活動の意義というものをより理解さ

せてもらえたのかなと思って、そういった話を最初にするのはとても

大事なことだなと改めて思いました。 

あと、中にはデータでもって位置づけをされるという、データを示

して、今こういう事が問題なんだよということを示してくださったり
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 というあたりもプレゼンテーションとして説得力があっていいなと思

いました。 

一方で厳しいといいますか、今後参考にしていただきたいところな

んですけど、今回のプレゼンテーションの主旨というのが助成金を受

けるためのいわゆる選定のための会ですので、その助成金をいただい

た時にそれをどのように使っていくのかという使途を明確にするとい

うところが、確実に審査を受ける際の重要なポイントかと思いまして。 

今日は特に予算に関する質問がいくつか出たと思うんですね、やっ

ぱり選定員の方々、この予算書のほうも見ていますので、助成金を受

けたらそれがどういう風に使われるのかというところまで具体的にお

話しされるとより我々もイメージがつくのかなと思いました。 

さきほど西村さんがおっしゃってたんですけども、それプラスこの

活動が今後どのように展開していくのか、１年なり３年経った後にも

ちゃんと続いていくのかなという先の見通しとか展望みたいなものも

聞かせてもらえると、この活動って今後の発展性があるんだなという

ところですごく評価が高まるのかなと。助成金を受けるためのポイン

トみたいになってしまいましたけども、そういうところも今後参考に

していただけたらいいかと思います。 

最後にＫＡＺＯＣＬＡ－ＡＳＡＨＩさんがおっしゃった持続可能な

組織運営体制がすごく重要だとおっしゃって、それは本当にこういう

市民活動においては極めて重要なテーマだと思うんですね、特に今年

３年目の団体さんもいらっしゃると思うんですけども、助成金を受け

てこの３年間でしっかり地盤をかためて独り立ちをして旅立っていっ

てくださいねという助成金ですので、この３年間の間にそういった基

盤作りというか、今後もこの３年間で終わってしまうのではなくて、

持続可能な活動として続けていけるようなそういったことも少し意識

して続けていっていただけるといいかと思います。 

心から応援しておりますので、ぜひ皆さん頑張って取り組んでいた

だけたらと思います。

 ＜閉会あいさつ＞

 事務局 本日の公開プレゼンテーションは以上で終了します。


